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研究の全体概要 

 

本研究では、自然(グリーン)冷媒として注目されている『アンモニア(NH3)』を、その冷凍･冷蔵機器

が存在する場所(on-site)で回収･浄化できる『触媒浄化装置』を開発する。 

近年、環境負荷の少ないグリーン冷媒として『NH3』が注目されており、それを用いた冷凍･冷蔵機器

の製品化が進められている。しかしながら、NH3は毒性が強く、燃焼性も有するため機器の廃棄･交換の

際には NH3 冷媒を回収して無害化(浄化)する必要がある。現状、NH3 冷媒の回収･浄化処理は『全国で数

ヵ所の専門施設に委託(事前登録→詳細手続き→回収→運搬→工場浄化)』しており、長い時間と高い費

用がかかっている。NH3冷媒設備の『遠方･離島』への導入、さらには『災害･老朽化』への対策を考える

と、回収･浄化行程が問題になると示唆される。そのため、NH3冷媒を『使用されている on-site で安全

かつ低環境負荷で回収･浄化できる装置』を開発できれば、NH3冷媒機器の導入が促進され『地球温暖化

防止』に繋がる。そこで本研究では、民間企業や海外研究機関と協力し、NH3冷媒を on-site で回収･浄

化できる『軽量で小型な触媒浄化装置』を開発する。本目的を達成するために、次の３項目を目標とす

る。① 軽量･小型(コンパクト)な触媒燃焼浄化装置を試作する。② 高性能･耐久性触媒の調製と浄化試

験を遂行する。③ 実用を想定した浄化試験と高 N2(低 N2O/NOx)選択性を実現する。以上の目標に到達し、

最終目的『高性能 NH3触媒燃焼浄化装置開発』を達成する。 

本研究で得られる成果は、『グリーン冷媒』さらには『H2エネルギーキャリア』として注目を集めて

いる『NH3』の導入･利用推進に貢献するものになる。 

 



研究の全体概要図 
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